
令和元年度 菱野団地再生計画に係る取り組み実施状況について 

 

 

 

  菱野団地第三住宅 10 棟（旧エビスヤ）の仮設工事 [(1)-1]  ※[ ]内の番号は資料 1-2 と対応しています。 

   各種活動において拠点として活用すること等を目的とし、 

センター地区の菱野団地第三住宅 10 棟（旧エビスヤ）に 

照明と手洗い場を設置する仮設工事を行った。 

 

 

① エリア再生マネージャーの派遣 [(2)-3]  

   玉野総合コンサルティング株式会社と委託契約し、エリア再生マネージャーによる支援を受けた。 

菱野団地再生協議会及びみんなの会における資料作成や質疑対応等の運営支援や、わいわいフェス 

ティバルのイベント開催に係る支援等を受けた。 

 

② わいわいフェスティバルの開催 [(2)-4]  

   センター地区のにぎわい創出事業として、商店街や NPO 等と連携しながらマルシェやステージ、 

ＰＲブース出店等を行うイベントを開催した。来場者に対し、みんなの会のＰＲを行い、団体及び活動に 

ついての認知度を向上させた。 

日時：令和元年 10 月 26 日（土） 

   来場者人数：約 2,000 人（前年度 約 800 人） 

 

  

 

 

 

 

 

③ ICT を活用したプロモーションの実施 [(2)-11]  

「若い世代に住みたいと選ばれる団地づくり」を再生の基本方針の一つとしており、令和元年度に 

菱野団地 HP を作成したほか、Facebook 及び Instagram にてみんなの会の情報発信を行っている。 

HP：団地の歴史、住民バス情報等 お知らせ投稿数 13 件 アクセス数 4,642 件（R1.9～R2.3） 

みんなの会 Facebook：投稿数 77 件 フォロワー数 125 人 いいね数 117 件（R1.5～R2.3） 

   みんなの会 Instagram：投稿数 76 件 フォロワー数 71 人（R1.9～R2.3）  

 

 

 

 

 

  

 

④ かわら版の発行 [(2)-11]  

みんなの会の活動内容や進捗状況を広く周知する 

ことを目的とし、菱野団地全世帯及び関係施設に 

対し、２回かわら版を配布した。 

第４号  

  発行日：令和元年 12 月 

 発行部数：10,000 部 

  第５号 

  発行日：令和２年 3 月 

  発行部数：10,000 部 

 

⑤ みんなのランチ会の開催 [(2)-12･16]  

  令和元年度から「みんなのランチ会」企画が開始され、 

地域住民の交流の場が開かれた。（８月～１０月。合計３回） 

当企画は全世代を対象とした居場所づくりとしての役割だけでなく、 

地域のニーズをヒアリングするための場ともなっている。 

 

 

 

 住民バスの運行 [(3)-18]  

団地内の生活交通を確保するとともに、団地外との交流を促進するため、名鉄バスやタクシー等と連携 

しながら住民バスを運行した。継続的に運行を行った結果、住民の認知度が高まり、昨年度に比べ乗車 

人数が大きく増加した。（1 便平均：5.66 人（H30 年度）⇒7.6 人（R1 年度）） 

   運航日数：246 日 

   運行便数：2,460 便 

乗車人数：18,700 人 

１便平均：7.6 人 

（R31.4～R2.3） 

 

 

 

① 環境デザイン夏季講座への参加  

 愛知県公園緑地課主催の環境デザイン講座にて菱野団地がテーマ 

として選ばれ、３日間に渡って愛知県立芸術大学学生及び市職員に 

よるグループワークが行われた。地域の方に対し、景観や環境デザ 

インの視点を取り入れたまちづくりに関する提案がなされた。 

  開催日：令和元年 7 月 26 日、8 月 1 日、8 月 2 日 

 

② 行政視察の受け入れ  

  菱野団地再生計画及び住民バスに係る取り組みに対しての行政視察を８件受け入れた。 

[菱野団地再生計画] 都市住宅学会中部支部、鹿児島市 [住民バス] 一宮市社協、宮崎市議会、 

桐生市議会、春日井市牛山地区自治会、新潟県市長会、筑西市議会 

資料１ 

（１）センター地区整備プロジェクト 

（２）エリアマネジメント団体プロジェクト 

（３）住民バスプロジェクト 

その他の取り組み 



（参考）菱野団地再生計画 P55 抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１-２ 


